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『赤 と黒」の創作過程

着想と制作時期の再検証

高 木 信 宏

『赤 と黒』 の創造の解明は,ス タンダリアンならば誰 しもが夢みる仕事であ

ろう1)。周知のように作品の源泉探求の分野においては,前 世紀にベルテ事件

とラファルグ事件 にかん してルネ ・フォンヴィエーユやクロー ド・リプラン

ディ等による緻密な研究が集積された。だが他方,創 作の経緯に光をあてる試

みに目を向けるならば,そ の成果はけつして芳 しいとはいえない。スタンダー

ルが何時 これらの事件を知 り,執 筆を思い立つたのかという点さえ も,作 家に

よる証言がごくわずかしか残されていないたあ,そ れ らをもとにいくつかの仮

説が提出されたにとどまる。テクス トの制作過程についても草稿や校正刷が発

見されておらず,事 情 はさほど変わ らない。 『パルムの僧院』 を対象にするば

あいと同様,傑 作の生成をあぐる議論はもはや手詰まりになった観すらあるの

だ。 しか しなが ら本稿があえてこの問題を取 りあげるのは,従 来の諸説 は一次

資料の照合の点でいずれも万全とは言い難 く,そ れぞれに矛盾点が指摘できる

からにほかならない。 したがつて以下の考察においては,こ れらの再検証をつ

うじて,『 赤 と黒』 の着想か ら刊行までの過程を傭畷する新 しい視点の提出を

目指す。

1.1828年 のグル ノーブル滞在

『赤 と黒』 の着想か ら執筆 の経過 について仮説 が提 出 され る際,と りわ け注

目されて きたのは 『ローマ漫歩』 セル ジュ ・ア ン ドレ本 の余 白に記 され たメモ

であ る 「1828年,10月25日 か ら26日 にか けて の夜,マ ルセ イユでだ つ

た と思 うが,1830年5月 以 降 『赤 と黒』 と呼ぶ 『ジュ リア ン』 のアイデア」2)。

周知 のよ うに,着 想 の 日付 を示 す と思 われ る この記述 にかん して ロベ ール ・
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ヴ ィニ ュロ ンがス タ ンダールの記 憶違 いを指摘 した3)。 ヴィニ ュロ ンによれば

作家 が当地 に逗留 したの は1829年 とな る。 以来,こ の推定 はアン リ ・マル チ

ノや ピェール;ジ ョル ジュ ・カ ステ ックス等 に支持 されて きたが4),マ ル セ イ

ユ滞在 の年号 の確定 にあた つて は次 に挙 げる作家 自身 の覚書 きも有力な証 言で

あろ う

セ ー ト,月 曜 日 か ら金 曜 日の晩,す な わ ち1829年10月16日 まで 。

22日,マ ル セ イ ユ発 。

24日,土 曜 日,リ ヨ ンに て5時 に美 しい 太 陽 。

25日,日 曜 日,汽 船 。 深 夜,シ ャ ロ ン着 。5)

イ タ リア ・ル ネサ ンス期 の作家 マ ッテーオ ・バ ンデ ッロ著 『ノヴェ ッレ』 の余

白 に残 され た この記述 は,1982年 の最 初 の活 字化以 降,栗 須 公正 によ ってそ

の重要性 が指摘 され るまで注 目され ていなか つた6)。我 々 と しては同 メモに残

された 日付 の信愚性 を別 の角度 か ら確認 してお く.そ れぞれの 日付 には曜 日が

添え られて いるが,暦 表で確認 で きるよ うに1829年10月16日 は金 曜 日で あ

り,メ モの各 日にちと曜 日は見事 に一致 してい る7)。 しば しば日付 の記憶違 い

を指摘 され るス タンダールであ るが,こ の覚書 きにかん して は正確 さの点 か ら

いつて旅行か らさほど時 を経 ず して記 された と見なせ るのだ。作家 は月曜,つ

ま り10月12日 か ら16日 まで南仏 の港湾都市 セー トに滞在 し,17日 な い し18

日か ら22日 ま でマルセ イユ にいた ことになる。 したが って 「『ジュ リア ン』 の

アイデア」 が思 いつ かれた 日にちにつ いて も修正を要す るのだ。

しか しなが ら,こ の余 白 メモの重要 性 は年号 の問題 だけにとどまる ものでは

ない。 メモの記述 内容 を信 じるな らば,ス タ ンダールの旅程 にかんす る通説 が

再検 討 されね ば な らな くな るのだ。す なわ ち1829年 秋 の旅行 が,リ ブル ヌ,

ボ ル ドー,ト ゥールーズ,カ ルカ ソンヌ,フ ィゲ ラ,バ ルセ ロナ,モ ンペ リ

エ,マ ルセイユ,グ ルノーブル とい う道順 であ った とす る説で ある8)。 ところ

が 同メモによれば,マ ルセ イユを発 つたスタ ンダールは リヨンか らシャロンま

で航路 で北上 してお り9),グ ル ノー ブルに立 ち寄 ったと見 なす にはその言及 も

な く,ま た 日程的 に見 て も不可 能 だ。 ヴィ ンチ ェ ンツォ ・モ ンテ ィ 『ロ レ ン

ッォ ・マ スケ ロー二の死 を悼 んで』 へ の書 き込 みが 「1829年10月29日,パ

リ」 とい う日付 を もち,さ らに未完の草稿 『噂 の人 々」 の日付 が 「1829年11
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月5日,パ リ」 であ ることか ら考えて も10),10月25日 に シャロ ンに到着 した

作家 は一路パ リへ と向か つたのはまちがいない。旅行後 ただちにパ リで恋人 ア

ルベル ト・リュバ ンプ レと再会 しなか つたのは,到 着後 間 もな く友 人 ア ドル

フ ・ド・マ レス トと彼女 との関係 を知 つたか らとも考 え られ る。 あ るいは後述

す るように短編小説 『ヴ ァニナ ・ヴ ァニニ』 の執筆 に着手 し,『 パ ルムの僧院』

執 筆時 と同様 に人づ きあいを避 けて いた可能性 もあるll)。 と ころでア ン リ・マ

ルチ ノは,作 家の帰郷が マルセイユ滞在 に先 だつて行 われたのではないか と推

測 してい るが,同 説 もまた受 けいれが たい。 なぜ な らば,ス ペイ ン訪問後 にス

タンダールがモ ンペ リエ,グ ル ノーブル,セ ー ト,マ ルセイユとい う実 に奇妙

な迂 回路 を選 んだ ことにな つて しまうか らだ12)。

は た して グルノー ブル滞在 は じつさいに1829年 の スペイ ン ・南仏旅 行中 に

あ つたのであろ うか。 そ もそ もスタンダール 自身 による明 白な証言 はいつさい

存在 しない。 これ まで帰郷 の根拠 とされて きたのは,6年 後 に執筆 され た 『ア

ンリ ・ブ リュ ラールの生涯』 の3つ の記述 であ る。 ただ し,そ の いずれ もが滞

在を1828年 と して いるのだ13)。 ヴ ィニ ュロンの検証 に よれば,作 家 が1828年

夏 か ら秋 にか けて スペイ ン ・南仏 を巡 るような長期 の旅行 を した はず はな く,

よ つて 『ア ンリ ・ブ リュ ラールの生涯』 のなかで グルノー ブル滞在 を同年 とし

たの は作家の単な る記憶違 いとなる14)。 この仮説 は現在 に至 るまで最 も有力視

されてい るが,し か しなが ら,な ぜ1829年 の旅程 のなか に グルノー ブルが含

まれていた と考えねばな らな いのか。 これ とは別 に,ス タンダールが じつさい

1828年 に帰郷 した可能 性 も否定 で きない ので はあ るまいか。 この年号 の確定

は 『赤 と黒』 の創作 とその源泉であ るベル テ事件 との関係 に大 き くかか わる問

題 なので,こ こで順 を追 つて検討 したい。

まず1828年 の グル ノーブル旅 行の可能性 を示唆す る もの と して,作 家 の友

人で あ り博物学者 のヴ ィク トル ・ジャックモ ンの証言 を挙 げてお こう。彼が同

年7月23日,同 じく作家 の友人で あ るイギ リス人弁 護士 サ ッ トン ・シ ャー プ

に宛て た書簡 のなか に次 のよ うな興味深 い一文 があ る 「われ らの気 高い友

人,ド ・ス タ ンダール伯 爵 はい まだに彼 の領地 ses terres に向けて出発 して

いませ ん」15)。い うまで もな くス タ ンダ ール は貴族 の出で はな い。 また 「領

地 ・地 所」を持 て るよ うな経済 状 況 に もなか つた。 だが 「terre」 の 語 義 は

「生 まれた土地」 も排除 しまい。彼 が同年1月 に第2の 〈母国〉,す なわち ミラ
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ノか らパ リに戻 つたば か りで あ るこ とを思 い起 こすな らば,貴 族的 な偽名 に

ひ つか けて言 及 されて い るの は,む しろ故 郷 グル ノー ブルの方だ と考 え られ

る。つ ま りジ ャックモ ンの手紙 か ら,こ の夏 スタ ンダールが周囲 の友人 たちに

帰郷の計画 を話 していた ことが推 測で きるので ある。

当時 グルノー ブル だけを 目的 と した旅 行 な らば,全 日程 と して はお よそ10

日間 もあれ ば充分 で はなか った ろ うか。 パ リ ・グル ノー ブル間 の往 復 に6日,

当 地 滞在 に4日 とい う計算 で あ る。 これ は当時 の交通機 関 の状況 か ら見 て も

けつ して あ りえない数字 で はな い。 たとえ ば1830年11月6日,ト リエステに

向 けてパ リを出発 した スタンダール は汽船 を使 い,わ ず か2日 間で リヨ ンに到

着 してい る。陸路 のばあ いで もデ ィ リジ ャンスで はな く郵 便馬車 を用 いれ ば,

パ リ・リヨン間 はほぼ同 じ日数 で ある16)。次 に1828年 当 時 の作 家の経済 状況

で あるが,リ リー ・フェルバ ーグの検証 によればス タンダール は終身年金 と軍

人年金 の計2050フ ラ ンにイギ リスの雑誌 か らの稿料3600フ ラ ンの一部を受 け

と っていた17)。 た しかに不安定 な収入 状況で はあるが,フ ェルバ ーグが述べ る

よ うにけ つして困窮 して いたわ けで はないのだ。 しか も万一 のばあ いに備えて

どれほ どかの蓄 え もあ つたはずで ある。

では ジャックモ ンの書簡以降,ス タンダールはいつ故 郷 にむ けて旅立 つたの

だろ うか。実 はヴィニュロ ンも認 めるよ うに作家 のパ リでの足跡が たどれ ない

空 白期間 が9月 末か ら10月 末 にか けて存在す るの だ18)。そ れ は 「ニ ュー ・マ

ンス リー ・マ ガジ ン」 誌 への2つ の寄稿執 筆の 日付,す なわち 「1828年9月

23日 」 か ら 「1828年10月24日 」 まで の期間 である19)。 発 信地パ リと記載 さ

れた いず れの記事 も3頁 ほどの短 い レポー トであ るが,後 者 の内容 は10月 に

上梓 された ミシェル ・レイモ ン 『石工』 な ど数冊の新刊本 につ いての書評 を含

む。 だか らといつて,こ れ らの発刊 日に スタ ンダールがパ リにいた とはかな ら

ず しもいえ まい。 なぜな らば,た とえ彼 が10月1日 に故郷へ 出発 した として

も 「10月24日 」 の1週 間前 に はパ リに戻れ たはず で,旅 行後 に記事 を準備 ・

執筆 す る時間的 な余裕 が充分 にあ つた と考え られ るか らだ。 したが つて,作 家

が9月 末 か ら10月 半 ば まで の間に グルノー ブルへ小旅 行 を した可能性 は スケ

ジュールの点 で も否定 で きない。

この 「小旅行」 にかん して は,ス タ ンダールの親戚 であ り,終 生変 わ らぬ友

人 で もあ つた ロマ ン ・コロ ンの証言 が きわあ て示 唆的 で ある。 コロ ンは後年
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「ス タ ンダール略伝』 のなかで作家 か ら聞 いた グル ノーブル滞 在の エ ピソー ド

を次 のよ うに紹介 して いる

しば しばベールは生まれ故郷の町のことを蔑み嘲 りながら話 したものである。だが,

彼独特の例の突飛 さから,2,3年 ごとにドフィネの美 しく優雅な山々を見たくてた

まらなくなるのだつた。彼がグルノーブルにちらつと現れたのは,毎 回それが目的

だつた。そうした滞在のうちのひとつ,す なわち1824年10月 に,彼 はクレにある父

親の旧地所のまわりをうろついていた。葡萄畑の収穫が行われており,彼 はかつて自

分が味わっていた葡萄を食べたくなった。 しかしこの激しい欲望を満たそうにも,彼

の当惑は大きかつた。というのも,な にをおいてもまず自らの身分を絶対に隠 し通さ

ねばならなかつたか らである。20)

今 日 このエ ピソー ドは じつさいに は1824年 で はな く,1829年 の 出来事 と考え

られて いるが21),こ こで はそのよ うな年号 の問題 はさてお き,コ ロンの証言 内

容 をつぶ さに見 てい くことに しよ う。 まず帰郷の 目的が ドフィネの山々のなす

景色 の観賞で ある点 で,作 家 が シェ リーやバ イロ ンの同時代人 であ ることをあ

らためて思 い起 こさせ る。 だが我 々に とつて はるか に重要 なのは,そ うした グ

ル ノーブル行 きが数年 おきに行 われた,い わば習慣化 した行動 として認知 され

て いた という事実で ある。 しか も 「courteapparitionaGrenoble」 と ある

ように同種の滞在が ご く短期間 の ものであ るばか りか,自 らの身分 をひた隠 す

微行 であ つたとい う言及 も無視 で きない。 とい うの も従来の研究で は これ らの

特徴 が ほとん ど看過 され てきたか らであ る。 だが 『ア ンリ ・ブ リュ ラールの生

涯』 第15章 の余 白への書 き込み と照 らし合 わせ るな らば,コ ロ ン証言 の信愚

性 はい つそ う高 ま るのだ 「アイデ ア。 グル ノー ブルに3日 間過 ご しに行

き,そ して3日 目に だ けク ロゼに会 う こと。/た だ独 りお忍 びで ク レ,バ ス

テ ィーユ,ラ ・トロ ンシュに行 くこと」22)。1835年12月 に書 かれ た この メモ

の記述 か らは,自 伝 執筆中 にグルノーブル行 きが突然思 いつかれた という印象

を うけ るが,そ れ以上 に見過 ごせ ないのは旅行 の 日程 がやは り3日 間 という短

期間 であ り,か つお忍 びの単独行動で ある点 にほかな らない。 すなわち旅行の

性格 が コロ ンの証 言 と見事 に符合 す るので ある。 この旅行 の計画 にか ん して

ヴィク トル ・デル ・リッ トは,問 題 とな る ドフ ィネ旅 行 はおそ ら く1829年 に

済ん で しま つてい るのだか ら 「奇妙 なメモ」 だ と疑念を表明 している23)。つ ま
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り こ の余 白メモの記述 とコロ ン証 言 のいずれ もが,推 測上 の 「1829年 の グル

ノー ブル滞在」にかんす る言及であ ると見 なされて きたのだ。だが,は た して

そ うであろ うか。 コロ ンの回想す るように同種の グル ノーブル滞在が幾度 とな

く繰 り返 されたのな らば,む しろ前掲 メモの存在 もむ しろ辻褄が あ うので はあ

るまいか。 すなわち コロ ンの証言 は,ス タ ンダール研究者の把握 して いない ド

フィネ小旅行 が ほかに もまだ存在す る可能性を示 して いるので ある.

しか も 『アン リ ・ブ リュラールの生涯」の余 白メモに登場す る地名 は,帰 郷

の 目的について も示唆をあたえて くれ る。 ク レはグル ノーブル近郊 の小村 であ

る。 スタ ンダールの父 シ ェ リュバ ン ・ベール は当地 に別 荘 と地 所 を もつてい

た。 『ア ン リ・ブ リュ ラールの生涯』 第9章 で語 られて いるよ うに,そ こは8

月 と9月 に家族 で休暇 をす ご した思 い 出ぶか い場所 な のであ る24)。た とえ ば

1800年9月28日,イ タ リア遠征軍 の騎兵少尉 とな つた スタ ンダールは,ミ ラ

ノか ら妹 ポー リー ヌ ・ベールに宛てた手紙のなかでその よ うなク レで の夏 の生

活 を懐 か しく思 い描 いてい る

今 頃,彼 女 〔ポ ー リー ヌ〕 は フ エ リシ ー,カ ロ リー ヌ,ガ エ タ ンた ち と一 緒 に ク レに

い るん だ ろ う な,と 僕 は独 りつ ぶ や く。 〔…〕 僕 に は こ こか らで も,お ま え が 囲 い の

小 さな 扉 を く ぐりぬ け,ル ー ヴ ァ ッ ト家 の葡 萄 の小 木 の と ころ に そ の実 を 食 べ に い く

の が 目 に浮 か ぶ 。 〔…〕 また 別 の 日 に は,お ま え はパ パ と一 緒 に ドワ ィア チ エ ー ル に

散 策 にで か けて,そ こか らク レの平 野 の見 事 な眺 あ や,遠 くの 山 々 と谷 底 の な す魅 力

的 な 眺 望 に感 嘆 す るの だ ね 。25)

一方,バ スティーユの方は中央学校時代の友人フランソワ ・ビジリオンの思

い出と結びついた場所である 「とりわけラボの塔とバスティーユの方に

行 つた。 とくに背後にアルプス最高の峯々がそびえるエーバ ンの方を眺めると

壮大な景色があつて,そ れが私たちの魂を高揚 した」26)。これ らの記述を読む

ならば,「 ドフィネの美 しく優雅な山々」 への憧憬にかんするコロン証言に作

為や誇張を認めることはできまい。 ドフィネの高峰があたえ る崇高な情感 こ

そ,最 も象徴的にグルノーブル行 きの目的を説明するのではあるまいか。スタ

ンダールはグルノーブルへお忍びで帰郷するたびに,誰 にも邪魔されることな

く少年時代の特権的な思い出の場所を散策 し,幸 福感に存分にひたることがで

きたのにちがいない。
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と こ ろで ポー リーヌ宛の書簡 は,コ ロ ンの語 るエ ピソー ドの別 の重要性 も示

して くれ る。それ はスタ ンダールのブ ドウに対す る嗜好 であ る。 おそ らくこの

果物 はその食味のみな らず,ク レで の夏 の思 い出を鮮 やかに蘇 らせ るとい う意

味で は特 権的な食べ物だ つたので はなか つただろ うか。 おそ らく リュバ ンプ レ

夫人 に宛 てた思われ る1831年8月11日 付 の手紙 に,「 レジネ男爵BaronRai-

sinet」 とい う偽名 の署名 を残 して いる事実 に窺 い知 れ るよ うに27),親 しい友

人 たちに も作家の嗜好 は知れ渡 つて いたにちが いない。 ちなみに フランソワ ・

ミシェル はチ ヴィ タ=ヴ ェ ッキ アの フラ ンス領事館 で働 いて いた ア ン トワー

ヌ ・ア リベールの息子 を1936年 に取材 訪問 し,ス タンダールが好 んで ブ ドウ

を食 べていた とい う逸話を確認 して いる28)。

1828年9月 末か らlo月 半 ばにか けて グル ノーブルへ の 「小旅行」 が行 われ

たのな らば,ち ょうど当地 の ブ ドウ収穫 の季 節 と重 なる29)。追 憶 にひた るには

最良 の時期であ ろう。そればか りで はない。 ジャックモ ンが シャー プに 「彼の

地所」 と記 したの も,ク レにあるべ一ル家 の旧地所 が念頭 にあ つての こととは

考 え られまいか。思 い出の場所へ のス タンダールの微行 は親友 たちに はよ く知

られた行動だ つた にちが いないのだ。

とはいえ1828年 の グル ノーブル滞在 の 目的 が この よ うな ノスタル ジーだ け

によ って説 明 され るわ けで はない。 この年,作 家 の関心 を グル ノーブル に向 け

させ る重 大 な出来事 が あ った。 中央学校 以来 の 旧友 フェ リックス ・フ ォール

が,同 年4月22日 に行 われた ヴィエ ンヌの補欠選挙 で代議院議 員 に選 ばれた

のであ る。 当選を知 つた スタ ンダールの喜 びの大 きさは,彼 が フォール にただ

ちに手紙 を送 った事実 に端的 に示 されて いよ う。 この4月25日 付 書簡 の文面

について ジャ ック ・フェ リックス=フ ォールは,冷 え きつた友情復活 を願 う作

家 の熱意 を指摘 して いるが,も ちろんその点 に異 論 はあるまい30)。前 年 末の選

挙 でユル トラの ヴィ レール内閣か ら中道右派 のマルテ ィニ ャック内閣へ と政権

が移行 した。1828年2月22日 付 フォール宛書簡 のなかでス タンダール は選 挙

後 の代議院 の現況 を子細 に説 明 し,「 今年 任命 された 自由派 の代議 士の大半 は

間抜 けだ」 と人材不足 を嘆 いていただ けに31),自 由派 の新人 としてデ ビューす

るフォールへの期待の高 さは想像 に難 くない。 このよ うな作家 の心情 を考慮 す

るな らば,そ の年 の うち に彼が グル ノーブル近郊 のサ ン=テ ィス ミエにあ つた

フォール家の別荘 を訪ねた と して もなん ら不思議 はあ るまい。 そ うだ とす るな
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らば,『 ア ンリ ・プ リュラールの生 涯』 第10章 で語 られる彼 らの再会 の年号 は

けつ して間違 つて はいないので はあるまいか一

フェリックス ・フォール氏,貴 族院議員,裁 判所長官は,1828年 夏,サ ン=テ ィス

ミエで自分の息子にルイ16世 の死についてこう言 つた。「彼は悪人どもによつて処刑

された」。 これが今日貴族院で4月 の陰謀者たちと呼ばれる年若い尊敬すべ き狂人た

ちを処罰 しているのと同一の人物なのだ。 私なら,こ の連中をシンシナティに居住1

年 の罪に処 し,そ の期間,彼 らに月200フ ランあたえるだろう。32)

ス タ ンダールの期待が大 きか つただけに,フ ォールの この反動 的な言葉 はい つ

そ う深 く記憶 に刻み込 まれ たので はなか つたか。 おそ らく再会 は政治 的な見解

の組 酷 に終わ つた はずだ。 なぜ な らば当時,自 由派 といえど もけ つして一枚岩

で はなか ったか らで ある。1828年2月22日 付 のフォール宛書簡 のなかでス タ

ンダールが説明 して いるように,自 由派 の陣営 は3つ のグループに分 かれてい

た33)。 フ ォールはといえ ば登院後 ただちにロワイエ;コ ラールの穏健 な立憲 王

政主 義 に組み して しまう。 それ に対 してス タンダールの方 は,ラ ・ファイエ ッ

トの共和主義 ・反=教 権主義 を強 く支持 していた。 このよ うな2人 では政 治の

理想 につ いて見解の一致 はむつか しく,い ず れ政治 的な食 い違 いが表面化 す る

の は時 間の問題 だ つた。1832年 に フォールが ルイ ・フ ィ リップ治下 の貴族 院

議員 にな つて以後,彼 らが再 び政治的 に接近す る ことはな く,ま た青春 時代 の

ような友情の復活 も確認 され てはいない。

ここで指摘 しておかね ばな らないのは,こ のサ ン=テ ィス ミエでの フォール

との再会 が1829年 の南 仏旅行 の期 間中 にはあ りえ ない事 実で あ る。1829年8

月,穏 健王党派 のマルテ ィニ ャック内閣 か ら過激王党派 のポ リニ ャック内閣に

政権 が移 つた。 同 じ月,ラ ・フ ァイエ ッ トは故郷 オー ヴェル ニュ地 方 を皮 切

りに,グ ルノーブル,リ ヨンと周遊 し,各 地 で自由派 の熱烈 な歓迎 を受 けてい

る。8月18日,グ ル ノー ブル近郊 の リーヴで将軍 は代 議士 オ ーギ ュスタ ン ・

ペ リエ等 に迎 え られた。 この時,フ ォール は歓 迎晩餐会 の主 催者 に なるのを

断 つて いるが,宴 には一応 出席 している。 つづいて フォールは9月7日,リ ヨ

ンで の レセ プ シ ョ ンに も出席後,当 地 か らその ま まパ リへ 赴 く。首 都 で の

フ ォール は ロワイエ=コ ラールや ジェ ラー ル将軍 らを訪 問 し,オ ーギュ スタ

ン ・ペ リエに彼 らの動向 につ いて報告 している。注 目すべ きことにその書 簡の
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日付 は1829年9月26日 とな ってい るのだ34)。 つ まり同年9月8日 にボル ドー

へ向けてパ リを出発 した スタンダールが,ト ゥール ーズ,カ ルカソ ンヌ,バ ル

セ ロナ と巡 って いる頃,フ ォール はず つとパ リにいたの であ る。 しか も同年

10月 か らの3カ 月間,彼 は イゼール県 の とな り,オ ー ト=ザ ル プ県 の県庁所

在地 ガ ップで重罪裁判 に従事 していた35)。 グル ノーブルとガ ップとの距離 は約

80キ ロ メー トル。 した が つて 問題 の時 期,グ ル ノ ー ブルで の2人 の再 会 は

け つしてあ りえないのだ。 それに対 して1828年 の第4四 半期,す なわち10月

か らフォールは グル ノー ブルの重罪裁判所で審判を司 って いたので ある36)。

以 上 の状況 か ら考 えて,政 治的な関心か らスタ ンダールがサ ン=テ ィス ミェ

で代議士 フォール と会 つたの は,1828年9月 末 ない し10月 初旬で あるのは間

違 いない。 附言 す るな らば,経 済 状況に不安をおぼえて いた作家が 旧友 に対 し

て就職 の口添 えを依頼 す る一 幕 もあ つたので はな いか。 とい うの も同年7月1

日に陸軍主計官補 の休職手 当(年 額900フ ラ ン)が 停止 され た後,ス タ ンダー

ルは求職活動 を続 けていたが,芳 しい成果 をえ られなか つたか らであ る37)。そ

のよ うなお り,司 法官 で代議 院議員 とい う社会的な有力者 フォールのつ てを頼

る ことは充分 あ りうる。 同年4月 に代議 士 とな った フォール は首都へ上 つてい

るが,彼 がただ ちに旧友の もとを訪れ た形跡 はない38)。 ス タ ンダールの方 もパ

リ滞在 中のフ ォール と再会 す る機会 がえ られなか つた ようだ。む ろん就職問題

が10月 にサ ン;テ ィス ミエを訪 問す る第一 目的で あ つた とは考 えに くいが,

フ ォールに対 して就職 の斡旋 を依頼 していた事 実 は,翌 年2月9日 付 のエ ドゥ

アール ・ムーニエ宛 の書簡 に明 らかであろ う39)。問題 は依頼 の時期であ る。 旧

友 アメデ ・ド・パ ス トレがス タンダールに就職 の紹 介す るため に手紙で会見 を

申 しこん だのが1828年9月25日 で あ ることか ら考えて,こ の 日付 よりも後で

あ った可 能性 が高 い40)。つ ま りパ ス トレの奔走 が実 を結 ばなか つたか らこそ,

フ ォールに依頼 したと思 われるのだ。

フォール との再会 に先立 つ1828年9月2日,ス タ ンダール はク レマ ンチー

ヌ ・キュ リアル夫人 との恋 の破局 を回想 し,さ らに翌 日,翌 々 日とつづ けて遺

書 を書 いて いる。 スタ ンダールの暗澹 とした精神状 態が窺い知れ るが,そ の よ

うな内的 な背景 も1828年10月 の グル ノー ブル旅行 に はあ つた。 ドフィネの崇

高 な自然美 を求 め,自 ら進 んで旧交 を暖めよ うとしたの は,な によりも閉塞状

況を打開 しよ うとす る心 の動 きであ つたにちがいあ るまい。だが,お そ らくは
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落 胆 に終 わ つた フォール との再 会のためであ ろうか,思 い出 の地 もそのよ うな

憂 諺 の特 効薬 とはな りえ な か つた。 同年11月14日 と15日,パ リで ス タ ン

ダールはふたたび遺書 を作成 す ることにな る。

『ア ンリ ・ブ リュラールの生涯』 のなかで言及 され る1828年 の グルノー ブル

の滞在 の可能性 について検 証を試みて きたが,現 状で は作家 の証言 を否定す る

資料 は見 あた らず,も はや その信愚性 は疑 えな い。従来 の考察 にお いて1829

年 の南仏旅行 に グル ノー ブルが含 まれ ると推測 されて きたのには,ひ とつ の根

強い見方が影響 して いた。す なわち スタ ンダールが生地で ベル テ事件 を知 り,

そ れがマルセイユでの 『赤 と黒』着想の契機 とな つたとい う推測 であ る。 しか

しなが ら1829年 の グルノー ブル滞在 を示す根拠 がな くな つた以 上,か か る仮

説 は成 立 しえ まい。 マ ルセ イ ユで 「『ジ ュ リア ン』 の ア イデ ア」を思 いつ く

ず つと以前 に,ス タ ンダールはまちが いな くベルテ事件 を知 つていた。 『ア ン

リ・ブ リュラールの生涯』 の証言 のとお り ドフ ィネ旅行 が1828年,お そ らく

は9月 末か ら10月 半 ばまでに行わ れたのな らば,こ の時 ア ン トワー ヌ ・ベル

テの一件 を耳 に しなか つた はずが ない。 刑 の執行 は同年2月23日 。 作家 が訪

れたの は衝撃的な事件の記憶が まだ色槌せて はいない時期 であ る。 しか も再会

した フォール は問題の時期 にグルノーブル裁判所破殿院 の裁判官 だ ったばか り

でな く,旧 友で同僚で もある リュ ック ・ミシューを介 してベルテ事件 に通 じて

いた41)。 当時 の活字 メデ ィアを除 けば,フ ォール以上 の情報源 は想像 しがたい

のであ る。

もち ろん スタ ンダールがベル テ事件 を知 つた時期 は,も うす こし過去 に遡 る

可能性 もでて くる。周知 のよ うに,1828年2月29日 付 の 「ガゼ ッ ト・デ ・ト

リビュノー」紙 に アン トワー ヌ ・ベ ルテの死 刑 にかんす る報 告が掲載 され た。

冒頭に 「グルノーブルの軍事広場」 の文字がお どるこの短 い記事 が42),は た し

て作家の 目を引 きつ けなか ったで あろ うか。 ここで思 い起 こさねばな らな いの

は,新 聞に渉猟 した題材か ら犯罪 の物語 をつ くる とい う前年6月 付 の覚書 きの

存 在 で あ る。情 報 源 のなか で もと りわ け作 家 の注 目度 の高 か った新 聞 こそ,

「ガゼ ッ ト ・デ ・トリビュノ ー」紙 であ つた43)。1828年1月29日 に イ タ リア

か ら帰国後 も,ひ きつづ き同紙 にそのよ うな関心 が向け られていた ことは充分

あ りうることだ。 とい うのは,「 ニ ュー ・マ ンス リー ・マガジ ン」 誌 への同年

3月17日 付 の寄稿 のなか で,ス タ ンダール が読 者 に対 して 「ガゼ ッ ト・デ ・
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トリ ビュノー」紙 を短 く紹介 して いるか らで ある44)。か りにそ うだ とす るな ら

ば,ベ ルテ事 件 への興味 もまた,1828年 秋 の グル ノー ブル小旅行 の動機 に数

え ることがで きよ うか。

2.ベ ルテ事件 か ら創 作へ

で はス タンダール とベル テ事件 との出会 いが1828年 秋 であ るとい う自説 に

もとづ き,『 赤 と黒』 の創作過程を再検討 して いこう。 まず注 目され るの はロ

マ ン ・コロ ンの次 の証言で ある

1年 以上前から私は,表 紙に大 きな文字で 『ジュリアン』 と書かれた草稿がべ一ル

の机の上にあるのを目にしていた。私たちはそれを話題にすることはなかった。1830

年5月 のある朝,突 然彼はある話を途中で打ち切り,私 にむかって,「 これを 『赤と

黒』 と呼んではどうだろうか」と言つたのである。それまでの話題とはなんの脈絡 も

ない,こ の呼びかけの意味がさっぱりわからず,私 は彼にその説明をたのんだのだつ

た。 だが彼の方は自分のアイデアに気を取られていて,「 そうだ,こ れを 『赤と黒』

と呼ばなければ」 と返事をしたのである。そして草稿をつかむや,『 ジュリアン』 と

いう題名をその題名にかえたのだつた。45)

カ ス テ ックスの見解 に代表 され るよ うに46),「1年 以上前 か ら」 とい うコ ロン

の証言 はこれ まで は不正確 な もの と見 な されて きた。 とうい うの も,作 家がベ

ル テ事件を知 つたのは1829年 秋 で あり,『 赤 と黒』 の着想 もこの時だ と推 測 さ

れて きたためで ある。 しか しなが ら,す でに1828年10月 半 ばに スタンダール

がベル テ事件 につ いて情報 をえていた と推定 で きる以上,こ の コロンの証 言 は

申 し分 な く尊重 に値 す るので はあ るまいか。 つま り1829年 の春 にベルテ事件

に想をえ た 『赤 と黒』 の最初 の下書 きが作 られていた と考 えて もす こ しも不都

合 はな いので ある。

この ことは,次 にあげるス タンダール自身 のメモの記述 と照 ら し合わせ るな

らば いつそ う説得的 になろ う 「マルセイユで 『ジュ リアン』 を脚 色 した よ

う に,こ の 物 語 を ア レ ン ジす る こ と

j'arrangeai Julien à  Marseille  je

Arranger cette histoire comme

。 ここで強調 しておかねばな らないの は,

引 用箇 所 にお け る 「arranger」 と い う動詞 の2度 にわ た る使用 で あ る。 それ
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を文字通 りに解するならば,メ モの真意は1829年10月 にマルセイユで初めて

『ジュリアン』 という創作に着手 したのではなく,す でに存在 していた同名の

草稿にその時点で手を加えたという謂 いにほかなるまい。そればかりか,こ の

覚書 きが残された場所が,未 定稿 『社会的地位』(1832年)の なかでも最終頁

の余白である事実 もきわめて示唆的であろう。物語の途中でアイデアに苦 しん

だ作家が,類 似 した状況におけるかつての成功例を想起 していることが窺い知

れ るか らである。さ らに同様の指摘が,1837年4月 に着手 された中編小説

『バラ色 と緑』 の創作についてもできるのだ。 同年の6月8日,完 成を見ずに

この小説の執筆 は放棄 されて しまうのだが,そ れに先立つ6月2日 にスタン

ダールは到着 したばかりのナントで次のように記 している 「私にとつてナ

ントが,『赤』にとつてのマルセイユと同 じものになるのを期待 している」48)。

いずれの例 も執筆が行 きづまった状況下で書かれている事実を考慮するなら

ば,も はや 『赤と黒」の創作におけるマルセイユの役割 は明 らかであろう。先

に見た 『ローマ漫歩』セルジュ・アンドレ本の余白に記 された 「『ジュリアン』

のアイデア」とは,こ れまで推測 されてきたような 『赤と黒』の最初の着想で

はな く,既 存草稿の物語に大 きな展開をもたらすアイデアを,ス タンダールが

マルセイユにおいて得たことを示 しているのである。

問題はマルセイユで書かれた下書 きの概要である。『リュシアン ・ルーヴェ

ン』 の草稿の余白には,「 マルセイユの草稿はあまりにも短かつたので,『 赤』

を印刷する時に内容を増やさなければならなかつた」 と記されている49)。スタ

ンダールのマルセイユでの滞在 日数は最大に見積 もつても6日 であるか ら,メ

モの記述のとお りごく短い草稿だつたのであろう。 作家は1830年 の冬,お そ

らくは1月 か ら3月 にかけての期間,パ リの貴族青年を考察 している50)。これ

はカステックスがいみ じくも指摘 したように5D,パ リを舞台にもつ小説第2部

の内容を充実させるための準備作業だつたにちがいない。すると 「マルセイユ

草稿」の契機 となつた 「『ジュリアン』 のアイデア」 とは,ベ ルテ事件が提供

する物語の枠組に存在 しない2つ の要素の導入だつたとは考えられまいか。す

なわちパ リの上流社会という舞台背景 と主人公の栄達 という物語論的なひとつ

の到達点である。これによつて 『赤 と黒』のテクス トは一挙に地理的 ・社会的

な空間を拡げ,〈 密書事件〉 に代表される同時代の出来事を年代記 としていつ

そう幅広 く取 りこむことが可能になった52)。しかも同時に平民の主人公の性格
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設 定 における野心,あ るい はナ ポ レオ ンに象徴 され る社会的上昇 のエネルギー

を筋 のなかで充分 に展 開す ることがで きたので ある。換言す るな らば,ジ ュ リ

ア ン ・ソレルは一個人 の特殊 なケー スを超えて,大 革命後 の時代 にふ さわ しい

理想化 された人 間精神 を体現す るに至 ったのだ。 したが つて ジャン ・プ レヴォ

の指摘 するよ うに,『 赤 と黒』 が物語 の点 で2つ の結末 第2部 ・第34章 で

の従男爵 とな つた主人 公の軽騎 兵中尉任官 と第2部 最終章 における主人公 の処

刑 を もつた背景 に は53),ベ ル テ事件の シナ リオにパ リの上流社会 での成功

とい う 「『ジュ リァ ン』 のアイデア」 が後か ら加わ つたとい う創作事情 が反 映

されている と考 え られ る。

マルセイユの 「アイデア」 は,第2部 で登場す る ヒロイ ン,マ チル ド・ド・

ラ ・モールの人物造型 とも無関係で はあ るまい。お そ らく 『ジュ リア ン』 とい

う当初 の草稿 において は,ベ ル テ事件の ア ンリエ ッ ト・ド・コル ドンをモデル

に人 物像 の原型 が造 られ たはずで ある。12世 紀以来 つづ く名 門地方貴 族 の家

に生 まれた彼女 は,兄 弟 の家庭教師 と父 コル ドン伯爵 の秘書 を兼 ねていたア ン

トワーヌ ・ベルテ と恋 におち,そ の子供を身籠 もつた。 これ らの要素 は 『赤 と

黒』 の物語 のア ウ トライ ンにその まま残 されて いるが,し か し彼女 の じつさい

の人物 像 となる とほ とん ど未詳 で ある。わず かに伝え られ るところによれば,

こ の18才 の少女 はいた つて感 じやす く感傷 的 な娘 であ った ら しい54)。彼 女 が

ベルテに惹 かれた動機 も,ミ シュー夫人 との別離 のために悲嘆 に くれていた彼

の姿 だ つた とい うか ら,マ チル ドとはお よそ異 なるタイプだ といえ る。 ス タン

ダールは フィレンツェの総 合文芸雑誌 「ア ン トロジア」 のためにみずか ら執筆

した 『赤 と黒』 の書評 原稿のなかで,マ チル ドが ジュ リア ンに関心 を もつ経緯

を次 のよ うに説 明 してい る 「生粋のパ リ娘 だか ら,彼 女 は彼 を じらす。 父

のお気 に入 りのひか えめ な態 度 は,彼 女 には ほとん ど軽蔑 と見 え る。彼女 に

は,そ れがただ 自尊心 か ら,軽 蔑 され るのを恐れ る心 か らきた ものにす ぎない

とい うことがわか らない。 ラ ・モール嬢 の極度 の虚栄心 は,な ん とか して ジュ

リア ンの心 の平 静 を乱 そ うと します」55)。と うぜ んの ことに,こ の よ うなパ リ

の若 い貴族女 性 とい う側面 が強 く意識 された マチル ドの性格 設定 は,1829年

に マルセイユでパ リを舞台 にす るアイデアをえて以降 に形成 されてい った はず

だ。 しか もそれは2人 の対照的な ヒロイ ンとい う,ス タンダールの長編小説 に

不可欠 な主題 がは じあて実現 され るきつか けだ つた。 『アルマ ンス』 において
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ア ル マ ンス ・ド・ゾ ヒロフ と ドー マール夫人 との対比 は微弱 で しか ない。 『赤

と黒」 の創作 を契機 に して,母 性的な女性 とアマゾ ン型の女性 との象徴的 な対

照 は,独 自の文学 的手 法 と して一連の創作のなかで意識的 に常套化 されて い つ

たのだ と思 われ る。 じつさい1840年10月16日,バ ルザ ック宛 の手紙 の下書

きのなか で,1880年 に な つて無数 の小説 が創 作 された後で独創 的 であ るため

には2人 の ヒロイ ンが必要 であ ると書 かれてい る56).

マ ル セイユでの 「アイデァ」 に前後 す る時期,ス タ ンダール は 『ヴ ァニナ ・

ヴ ァニニ』 を創作 した。 同短編 は 『ローマ散歩』 の一 部 とな る予定の挿話が構

成 の都合上,独 立 して物語化 され た ものと見 なされている57)。従 来考え られて

きたよ うに,女 主人公 の ヴァニナはス タンダールの小説 のなかで もアマゾ ン型

の最初 の ヒロイ ンとなるか らには,時 期 を接 す るマチル ドの人物造型 ともけつ

して無関係 ではない。2者 の性格上 の類似 は無論 の こと,主 題や プロ ットの レ

ベルで も共通項が認 め られるか らである58)。 問 題 はその時期 である。 ヴァニ ナ

の人物像 を下敷 きにマチル ド像 の原型 が造 られたのは,お そ ら く 「マルセイユ

草稿」 の制作段階 においてではあるまいか。

で は,こ こで 「ヴ ァニナ ・ヴ ァニニ』 の制作 を概観 してお こう。 ルイ ・アラ

ゴ ンはこの短編の源泉が 『ローマ散歩』 で言及 される リヴァロー ラ枢機卿 暗殺

未遂事 件で あることを指摘 したが,そ の際 に挿話 が後者 の原稿 か ら切 り離 され

た理由 と して スタ ンダールの炭焼党 に対す る著 しい共感 を挙 げてい る59)。 これ

はガイ ドブックというテクス トの性格 にそ ぐわず,し たが つてよ り巧妙 に作者

の政 治的 な考 えを投影で きる小 説形式 が選 ばれ たのだ と思 われ る。『ローマ散

歩』 は当初 の予定 より3ヵ 月 ほど遅れ た9月5日,ド ゥロネー書店 よ り刊行 さ

れた60)。長 びいた校正期間 中に原稿 の再構成 が行 われた ことは,ス タンダール

が ア ン リ・シメオ ンに宛 てた書簡 に窺 い知 れ る。7月23日 付 の手紙 のなか で

作家 は,「 ル ヴュ ・ド・パ リ」誌 に掲載 された シメオ ンの記事 の 『ローマ散歩』

へ の引用 許可 を求 め,署 名 の扱 いにつ いて尋 ねて い るか らで ある61)。 しか も

25日 の 正午 まで に返事 が あれば,夕 方 の印刷 に間 に合 うと書 か れて いる。 シ

メオ ンの記事 が引用 されたのが第2巻 目の終 わ り近 くで あることを考 えるな ら

ば,6月 か ら続 け られていた校正作業 はすでに全体 的な構成 にまでお よんで い

たのは確実で ある62)。 と なれば,『 ヴァニナ ・ヴ ァニニ』 の源泉 となる挿話が

『ローマ散歩』 か ら切 り離 され たの も,ほ ぼ この頃だ と推定 で きるので はある
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ま い か。8月24日,ス タンダール は 『バイ ロン卿 の思 い出」 と題 された草稿

を コロンに送 つてい るが,そ の際 に 『ローマ散歩』 の仕事 がす でに自身 の手 を

離 れた ことを報 告 してい る63)。

『ヴ ァニ ナ ・ヴァニニ」 の原稿作成 の時期 にかん して は,9月8日 の南仏 ・

スペイ ン旅行 の出発前に,「 ル ヴュ ・ド ・パ リ」 誌掲載 のための原稿 が作成 さ

れた とは考 えに くい。 原稿送付 の日付 は12月2日,掲 載が12月13日 だ か ら

であ る。 『ヴ ァニナ ・ヴ ァニニ』 を皮切 りに してス タンダール は,『 イ タ リアに

おけ るバイ ロン卿』 『箱 と幽霊』 な どの作品を 「ルヴュ ・ド・パ リ」 誌上 につ

づ けて発表 して い る。『イ タ リアに お けるバ イ ロ ン卿』 の内容 が8月 作 成 の

『バ イロ ン卿 の思 い出』 に加筆 ・修正 された ものであ る点か ら考えて,や は り

『ヴ ァニナ ・ヴ ァニニ』 のばあ い も同誌主 宰者 ルイ=デ ジ レ ・ヴ ェロンに原稿

が手 渡 され る直前,す なわ ち11月 中 に既成 の草稿 に手 が加 え られて清書原稿

が作成 された と推定 で きよ う。

すでに 『ローマ散歩』 の校正段階で 『ヴ ァニナ ・ヴ ァニニ』 の物語 の核 をな

す ヒロイ ン像 の輪郭 はで きて いた はず だ。 おそ らくはマル セイユで 「アイデ

ア」 をえた時点 において,ロ ーマ社交界の花形 とい う公爵令嬢 ヴ ァニナの人物

像 は スタ ンダールの想像的次元 にお いてマチル ドの原型 とな ったはずであ る。

「マルセイユ草稿」 の執筆 では ヴァニナの人物像をなぞ るよ うに して,パ リの

侯爵令嬢 の性格 と行動 の最 初の アウ トライ ンが描 きだ され たにちがいない。 と

ころで松原雅典 は炭焼 党 とい う主題 との関連か ら,ヴ ァニナの人物造型 の際 に

ス タンダールが マチ ルデ ・デ ンボウスキ ーを想 起 した可能性 を示唆 して い る

が64),じ つ さい 『ローマ散歩』 の校正 と時期を接 して執筆 され た 『バ イロ ン卿

の思 い出』 の冒頭 には,彼 女 についての暗示 的な言及 が認あ られ る65)。そ うだ

とすれば,マ チルデの名前 が ヴァニ ナの人物像を媒介 に して 『赤 と黒』 の ヒロ

イ ンの名前 に移 しかえ られたの は,「 マルセイユ」 草稿 の作成過程 においてだ

とは考 え られまいか。

1830年1月,こ のマチル ド像 の原型 に肉付 けす る うえで触媒 とな る現実 の

モデルが登場 す る。 マ リー ・ド ・ヌーヴィルの駆落 ち事件で ある。作家 は,18

才 の彼女 が幼馴染 みに肉体 関係を強要 し,ロ ン ドンに駆落 ちす るにいたる顛末

をプロスペル ・メ リメか ら知 らされた。 ヌーヴイル嬢が マチル ドの人物造型 に

大 きな役割 を果 た した こ とは,翌 年1月17日 付 の マ レス ト宛 書簡 に明 らかで
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あ る 「この結末 は,書 きなが らいい と思 つていま した。 大好 きな美少女,

メ リー 〔マ リー ・ド・ヌーヴ ィル〕 の性格 を思 い浮 かべていたのです。 メ リー

だ つたな ら,そ のよ うに行動 しなか つたか どうか,ク ララ 〔メ リメ〕に訊 いて

みて くだ さい」66)。つ づ けてス タ ンダール は,意 志 の欠 如 した同時代 の貴 族青

年 を モデル に したばあい平板 な結末 をまぬかれえないばか りか,7月 革命 にお

ける彼 らの無気力 な姿 こそが マチル ドとい う 「例外」 を創 るきっか けだ つた と

述懐 して いる。換言す るな らば,創 作 の コンセプ トにおいて ヒロイ ンの人物像

は,そ の存在 じたいが現実社会 の批判 となるよ うに想定 されたわけであ る。 こ

れが主要 な主人公 たちに共通す る特徴 であ り,ス タンダール的創造 の要 諦であ

るの はいうまで もない。

この マ レス ト宛 の手紙 の重要性 は,マ チル ドのモデルを示 す点 だ けに とどま

る もので はない。作家 の言葉 を信 じるな らば,ヒ ロイ ンの本 格的 な造型 はメ

リー とい う性格上 の モデル に多 くを負 つて い る以上,ま ちが いな く1830年1

月以 降であ る。 だが書簡 の文面か ら判断す るな らば,7月 革命 を契機 に してマ

チル ド像が 「例外」的 な存在 にい つそ うふ さわ しく形象化 された とい うことに

な る。 つ まり同書簡 は,第2部 の創作 のク ロノ ロジーを解 明す る上 で も重 要な

手 がか りで もあ るのだOか か る作家 の証言 の真偽 を問 う前 に,は た して問題の

時期 にその ような修正が可能で あったのかど うかを検証 してお こう。

『赤 と黒』が 出版 に至 るまで の過 程 は,次 の3つ の段 階 を経 た と思 われ る。

まず清書 原稿 の作成。1830年4月8日 の ル ヴ ァヴ ァスール書 店 との契約 に先

立 つて全体 の草稿が提示 され たはずで ある。 とい うの も,こ れを もとに書 店側

は契約書 に巻数の見積 もりをたてて いるか らだ。契約後,全 体 の清書 原稿 の作

成 が行 われ,原 稿 は仕上 が り次第,逐 次送 られて いる67)。次 に第1部 の校正 で

あ る。 これ は5月10日 か ら6月 下 旬 までつづ け られ たはず だ。 校正作業 に並

行 して第1部 の各章 の題 とエ ピグラフが考案 されている。 そ して最後 が第2部

の校正 であ る。 「『ジュ リア ン』 の第2巻 目」 という覚書 きの 日付が6月22日

とな つて いるので,こ の 日をさか いに校正 は第2巻 目に入 つた と推 定 され よ

う68)。一 ヵ月後 の7月22日,フ ィ レンツ ェの友 人 ヴィ ウスー宛 の手紙 に は,

「あな たに 『赤 と黒』 と題 された小説 を9月 に送 ります」 とい う記述 があ るこ

とか ら,作 業 は順調 に進 み,出 版 までの見通 しもつ いて いたはずだ69)。 しか し

なが ら以後 の経過 につ いては実 に不可解 だ といわねばな るまい。 同年11月 の
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ルヴァヴァスール宛の手紙に明 らかなように,11月 に至 つて もまだ第2部 は

校了 してはいないのだ70)。この2カ 月にも及ぶ遅れは,7月 革命の影響による

印刷所の作業の一時的な停滞や作家 自身の求職活動などを考慮 して も理解 しが

たい71)。第2部 の校正だけで4ヵ 月強。第1部 の倍の時間を要 したことにな

る。 しかも11月 付のルヴァヴァスール宛の書簡に読めるとおり,著 者自身の

手によつて校正を完遂できていないのだ。

第2部 の校正が長期化 した理由は,物 理的な障碍を除けばただひとつ しか考

えられまい。速筆で知 られるスタンダールであるが,マ ルチノが推測 したよう

に,『 赤と黒』 の校正過程においては字句の修正にとどまらず,校 正刷に多量

の加筆が行われたのではあるまいか72)。たしかに,「 マルセイユの草稿はあま

りにも短かったので,『赤』を印刷する間際に内容を増やさなければならな

かつた」 という 『リュシアン・ルーヴェン』 の余白メモを思い起こすな らば,

4月12日 か ら4月 末 にかけての第2部 清書原稿の作成中にかなりの分量 の加

筆が行われたはずだ。おそらくはこの時期,密 書事件の挿話なども盛 りこまれ

た。 しか しなが ら4月 の清書原稿 どおりに校正が進 まなかつたか らこそ,前 述

の遅れとなったはずである。 となれば清書原稿の作成時だけではな く,校 正作

業中にもそうとうな加筆が行われたとしか考えられまい。 じっさいその蓋然性

の高さは,第1部 ・第28章 のブザ ンソンの大聖堂の挿話という実例によつて

示されていよう73)。ほぼ第28章 全体を占めるこの挿話は,第1部 の校正がか

なり進んだ段階で新たに口述筆記されたのである。

このような 『赤と黒』の校正作業の特徴を念頭においたとき,マ チル ドの人

物造型についてのスタンダールの述懐はいつそう真実みを帯びてくるのではあ

るまいか。7月27日 か ら29日 にかけての民衆蜂起は第2部 の校正作業中にあ

たるのだが,こ の直前の25日 に第2部 ・第7折 の活字が組 まれている74)。こ

れは第2部 ・第8章 の終わりから第9章 の冒頭までに相当する。同箇所の初校

の刷 り出しは革命の影響で滞り,8月4日 になつている。4月 下旬に清書原稿

が作成され,ま た第2部 の校正が開始 されてからすでに1ヵ 月以上たつている

点から考えて,こ の時期 にまだ第7折 の組版ができていないのは実に奇妙だ。

同部分の原稿は,第1部 ・第28章 の前例か ら推察できるように,こ の時期に

なつてあらたに作成された可能性が強い。

興味深いことに,内 容の点か ら見ても第2部 ・第8章 は先行する章 と異なる
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特徴をそなえている。第2部 ・第7章 までは語 りはつねにジュリアンを中心に

物語の展開を追つていた。だが第8章 以後,ジ ュリアンに対する関心といつた

マチル ドの思考内容がクローズアップされはじあるのである。つまり7月 革命

の直前,第8章 の原稿を作成するにあたつてスタンダールが,マ チル ドの人物

像を膨 らませようと腐心 していたのはあきらかだ。このような時期に7月 革命

が重なつたのならば,前 掲のマレス ト宛書簡の証言のとお り,ヒ ロイン像に状

況に想をえた特徴を加味 したとしてもなんら不思議はあるまい。

第7折 以後,校 正は順調に進んだようである。8月11日 には,第ll折(第

13章 末から第14章 の冒頭までに相当)の 初校の校正が終わつている75)。革命

のため印刷所が混乱 した7月26日 か ら8月3日 までの9日 間,第8折 か ら第

ll折 にかけての原稿が新規に作成 されたのかどうかは資料の現状か らは断定

できない。だが,す くなくともこれらの初校への加筆は充分にありうる。興味

深いことに,マ チル ドの視点から同時代の貴族青年に対する否定的な評価がは

じめて登場するのは,第2部 ・第8章 の後半である 「この連中ほどつまら

ない人々があるかしら。 このクロアズノアは私と結婚 したが つている。やさし

くて,丁 寧で,ル ウヴレーさんもこの人もお行儀は満点だ。あれで退屈でさえ

なければほんとうにいい人たちなのだけれど 〔…〕」[273]。 革命後に校正 され

た第9章 以降 マチル ドの態度はいつそう辛辣な調子を増す。たとえば,第2

部 ・第11章 で貴族青年たちの恋文が話題にのぼる際,前 景を占あるのは次の

ような彼女の批判である 「これ以上無味乾燥なものつてあるかしら。 〔…〕

帝政時代には,も つと勢いのよい文章だつたにちがいないわね。あのころの上

流の青年たちはみんな,じ つさいに偉大な行為を見たか,自 分でやつたか,ど

ちらかですもの」[294]。 第8章 では 「退屈 さ」において非難されていたのが,

第11章 では英雄主義的な観点か ら糾弾されているのである。注目すべ きこと

に,「 ダントンになるか」と題された第12章 では,あ りうべき革命下において

貴族の若者たちがどのような振る舞いを見せるのか という点にまで批判 は及ん

でいる

「ほんとに。革命がまた起 こるかもしれない。 そうなつたら,兄 さんやクロアズノア

侯爵はどんな役割をつとめるのだろう。 はじめから分かりきつている 崇高なる諦

め。ひとことも言わず首を刎ねられる悲壮な羊になるのだ。死に際まで悪趣味になり

はしまいか,そ ればか り気にしている。あたしのジュリアンな ら,少 しでも逃れる望
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みがあると見たら,捕 縛にきた急進党の連中を ピストルで撃ち倒すだろう。悪趣味な

んか恐れはしない,あ の人は」[298]

引用箇所を含む第11章 が7月 革命後に校正された点を考えるな らば,こ こで

の 「革命」についての言及には,も ちろんスタンダールの予見ではなく現実を

ふまえた認識を読みとるべきであろう。 ヒロインの考えのなかで否定的に示 さ

れている,「革命」 下での貴族青年の諦念は,前 掲のマレス ト宛書簡のなかで

述べられたスタンダールの批判 と見事に符合する。このように校正時期 と記述

内容の点か ら,こ の部分が7月 革命後 に加筆 されたことが看取 されるのであ

る。 したがつて 『赤 と黒』第2部 の校正作業が大幅に遅れた一因として,7月

革命という事件により作家があらたな着想を得て少なか らぬ修正を校正刷に加

えた可能性を挙げたとしてもけつして不当ではあるまい。

ところで同書簡によれば,マ リー ・ド・ヌーヴィルの性格を念頭に結末部分

の ヒロインの行動が創出されたことになる。物語の終わりでマチル ドの人並 は

ずれた意志の力を象徴するのは,い うまでもなく処刑されたジュリアンの首を

めぐる彼女の一連の行為にほかならない。「ボニファス ・ド・ラ・モールとマ

ルグリット・ド・ナヴァールの思い出が,お そらくマチル ドに人間以上の勇気

をあたえた」[488]と あるように,例 外者マチル ドを可能ならしめたのはマル

グリット・ド・ナヴァールに対する畏敬にほかならず,そ れは人物設定の面に

おいてジュリアンのナポレオン崇拝 と対をなすものである。これによつて彼女

の存在は,テ クス トの英雄主義的な次元において主人公の真の対応物になると

いって も過言ではない。

では,い つたい何時,結 末部分の創作は行われたのであろうか。 もちろん,

ヌーヴィル嬢という実在のモデルがあつてはじあて成立 したわけだから,1830

年1月 以降であるのはまちがいない。 前掲マレスト宛書簡の証言のとおり,7

月革命が例外者としてのマチル ド像を形象化する契機だったのならば,結 末に

おける問題箇所の創作 も革命以後であるはずだ。当然なが ら,ボ ニファス ・

ド・ラ・モールとマルグリット・ド・ナヴァールの史実に由来 しているヒロイ

ンの家名などの設定 もかかる着想と同時に採用されたと考えねばなるまい。 と

なれば,革 命以後のテクス トへの加筆 ・修正などの作業は著 しいものとなつて

しまうが,は たしてそのようなことがありえたのだろうか。すでに見たように
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時間の面ではけつして不可能ではない。テクス トの量的な側面 においても,相

当な加筆が行われた事実が裏づけられる。1830年4月8日 にスタンダールが

ルヴァヴァスール書店 と交わ した契約書では,12折 版の巻数 は4巻 となつて

いた。 ところが刊行時に巻数は6巻 に増えたのである。

7月 革命後か ら8月11日 までに第8折 か ら第11折 までの校正が行われた。

そのなかには 「王妃マルグリット」と題 された第2部 ・第10章 も含 まれる。

刊行テクス トにおいて本章の もつ役割は,マ チル ドのマルグ リット・ド・ナ

ヴァール崇拝を主人公の視点を介 して読者に明らかにすることであり,最 終章

でのマチル ドの行為の伏線といえるであろう。 時期的にみてスタンダールが7

月革命の 「着想」をこの章の校正 に反映させることは充分可能であつたはず

だ。 しかも第7折 がそ うであ つたよ うに,つ づ く第12章 まで もこの時期に

なつて組版されたのだとしたらどうであろうか。

さらに興味深いのは第2部 最終章 の創作時期である。11月 に入 つて も第2

部は校了せぬまま,テ クス トは刊出にむけて印刷に付されてしまう。注目すべ

きことに作者側の時間切れを反映してか,第2部 最後の4章 にだけ章題 とエピ

グラフが欠如 しているのだ。そのなかにはもちろん,恋 人の首を抱 くマチル ド

の姿が描かれる最終章 も含 まれる。7月 下旬に第2部 の原稿が仕上がつていた

のならば,そ の後の校正の日程から考えて,こ れはきわあて不可解な現象だと

いわねばな らない。 しか も11月 付のルヴァヴァスール宛書簡でスタンダール

は,「 もう校正刷を直す気が しません」 と76),校 正の放棄を伝えているばかり

ではない。 さらに,「 マチル ドの妊娠を和 らげるために筆をもちたいと望んだ

りなどす るものですか」 とあるように,お 腹の大きくなる彼女の姿,す なわち

物語のつづきをこれ以上書 きたくない旨を表明しているのだ。 これ らの点を考

えあわせるならば,第2部 の最終4章 が校正作業の最終段階で創作された可能

性はあながち否定できないのである。

マチル ド像 に修正が加え られた動機としては,ス タンダールがヴァニナの人

物像に満足 していなかつた点が挙げられる。 『ヴァニナ ・ヴァニニ』 は刊行後

まもなく一部の知人たちによって批判された。それが作家にとって少なか らず

骨身 に応えたことは,ほ ぼ同内容のメモが異った5冊 の本に1830年1月5日

付で残 されている事実に明 らかであろう77)。しか も,ほ かな らぬヌーヴィル嬢

が批判者 に含まれるのだ 「メ リー 〔マ リー ・ド・ヌーヴィル〕は,ヴ ァニ
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ナ ・ヴァニニの行動がとるに足 りないものだと言 つた」。『赤と黒』で新 しく例

外的なヒロイン像を創り出すにあたつて,ス タンダールが批判の対象となつた

枠組みをそのまま踏襲 して満足するはずがあるまい。アマゾン型の女性を体現

す るヌーヴィル嬢であればこそ,そ の批判が作家にとつていかに説得的であっ

たのかは容易に推察できる。また,だ からこそ当の批判者の性格を思い描きな

が ら,結 末部のマチル ドの行動を形象化 したのではなかつたか。こうした経緯

は前掲マレス ト宛書簡の証言内容を理解するたあに不可欠なコンテクス トであ

ろう。 と同時に 『赤 と黒』の創作にかん して,ヒ ロイン像の造型を発展過程と

して展望する必要を我々に示唆 して くれる。換言するならば,マ チル ド・ド・

ラ ・モールはけつしてヴァニナ ・ヴァニニの同水準の変奏 として彫琢 されたの

ではないのである。

7月 革命が ヒロイン像修正の契機になつたという事実は,最 終章における彼

女の行動について解釈の点でも見過 ごせない意味をもつ。1828年10月 にベル

テ事件 を知 つたスタンダールは翌年3月 末,「 ガゼット・デ ・トリビュノー」

紙,な らびに 「クーリエ ・デ ・トリビュノー」紙上でラファルグ事件の訴訟報

告を目にしたと推定されている。 これを契機 にア ドリヤン・ラファルグの人物

像とベルテ事件の提供す る物語の枠組みとが融合 し,ロ マン・コロンが証言す

るように1829年5月 頃,『 ジュリアン』 と題 された最初の草稿が書かれたと今

や考えることができよう。興味深いのは,こ の当時,公 衆の面前で行われる処

刑をあ ぐり知識人のあいだで議論が活発化 していたことである78)。大革命の流

血を象徴するギロチンは,王 政復古期においても依然として大衆の残虐さへの

嗜好を満足させていた。このような公開処刑のスペクタクル的な側面を最 も警

戒 したのは,ほ かな らぬ刑の執行者,復 古王政政府である。革命の大虐殺の記

憶を払拭すべ く,さ まざまな行政的な活動を通 じてあらゆる血なまぐさい光景

が公の場か ら遠 ざけられてい く。 こうした社会秩序を維持す る努力はルイ ・

フィリップの治世下 になつて も継続される。1834年 に断頭台 はグレープ広場

を離れて郊外のサ ン;ジ ャック市門に移されてしまい,処 刑は人知れず行われ

るようになるのである79)。

このような当局の思惑にはか らず も添 うようなかたちで登場 したのが,1829

年2月7日 にゴスラン書店か ら匿名で刊行されたヴィクトル ・ユゴーの 『死刑

囚最後の日』である。死刑廃止を訴える同書に対 してスタンダールの反応は早
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かつた。2月10日 付のアルフォンス ・ゴンソラン宛の書簡のなかで,「 「死刑

囚』 にはぞっとさせ られましたが,『 ヴイドックの回想録』 のいくつかのパ ッ

セージには劣るように思われます」 と感想を述べているように80),か かる主題

に対 してきわめて強い興味を示 しているのである。さらに同 じ年の5月2日,

ジュルール ・ジャナンの 『死んだ騙馬 とギロチ ンにかけられた女』が匿名で刊

行される。同書は流行 していた暗黒小説のパロデ ィであるが,絞 首刑になつた

人物の回想などが盛 りこまれているように,『 死刑囚最後の日』 の主張を椰楡

するような側面 も有 している81)。スタンダールが当時親交のあつたジャナンの

小説を読んだことは,6月 付のアンスロ夫人宛書簡から明らかであろう82)。こ

れら死刑囚の物語にスタンダールがいち早 く関心を示 した事実は,時 期を接 し

て着手された 「赤 と黒」の仕事 ともけつして無関係ではあるまい。このような

文学的な状況を考慮す るならば,主 人公の処刑の情景をいかに形象化すべ き

か,と いう問題は当然なが ら執筆当初か ら強 く意識 されたはずだか らである。

暴力や流血を売 り物 にする暗黒小説やメロドラマに対する批判的な姿勢では,

ユゴーやジャナンもスタンダールとさほど違つていたわけではない。だがスタ

ンダールのばあい,ス ペクタクル的な要素を徹底 して排除するという点で彼 ら

とは明らかに異なる戦略を選択 したのである。牢獄か ら断頭台にいたる過程に

おいてジュリアンの内面に叙述の焦点が絞 られ,処 刑の光景にいたつては具体

的な描写はいつさい退けられる。処刑の瞬間,提 示されるのは苦痛や恐怖では

なく,追 憶にひたる主人公の 「詩的な」意識にほかな らない83)。

では 『赤 と黒』の残酷 さを排除 した叙述は,時 の政府による秩序維持の戦略

に通 じるものなのであろうか。 むろんそうではあるまい。7月 革命がマチル ド

の人物設定を変更する契機 となつたように,革 命による着想は他の要素にも反

映されている。たとえばダントンへの言及にそうした一例を認め られまいか。

大革命の立役者の名がテクス トに初めて登場するのは第2部 ・第9章 であり,

この部分はすでに検討 したように革命後に初校の校正が行われている。 しかも

注目すべきことに,つ づ く第10章 と第12章,す なわちマルグリッド・ド・ナ

ヴ ァールの名前が頻出す る章 において もダン トンへの言及が認あ られ るの

だ84)。このように2者 の名が同箇所で出現 している事実は,第2部 の創作過程

についての我々の推定の裏付 けにもなるであろう。それはともか く,ダ ントン

の名が引きあいにだされる意図は明らかで,ジ ュリアンの死に大革命の英雄の
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最 後 を重 ね合わ せて提 示す る仕掛 けにほか な らない。そ れを証 す るの は第2

部 ・第42章 で ある。 この章 は題 とエ ピグラフを もた ない前述 の4章 の ひ とつ

であ るが,ギ ロチ ンか らの連想で主人公 の脳裏 に浮 かぶ のは,や はりダ ン トン

の偉業 なのであ る 「ダ ン トンは断頭台 にあが りかけた とき細君 の ことを思

い出 して心 が乱 れたそ うだ。 しか しダ ン トンは とにか くや くざな青二 才ばか り

かたま つていた国に力をあたえ,敵 がパ リに迫 るのを防 いだ男だ」[468]。 こ

のよ うに見て くるな らば,暗 黒 ジ ャンルとは対極 の,残 酷 さを排 除 し内面 に焦

点化 された叙述 が採 用 されたの は,ダ ン トンに比肩 しうる主人公 の最後 を英雄

主 義的 な次 元 にお いて際立 たせ る手 法 だ といえまいか。 もはや 明 らか であ ろ

う。革命 の精神 を称揚 す るスタ ンダールの テクス トは,そ の 目的において復古

王政 政府 の戦略 の対極 に位 置づ け られ るべ き ものだ。 したが つて王妃 マル グ

リッ ドに倣 うマチル ドの姿を理解す るためには,ボ ニ ファス ・ド・ラ ・モ ール

が国王 に反抗 した,「 その時代の英雄」[289]で あ つた とい う点 もけ つして見

逃 してはな らない。 外見上 は狂信 的なマチル ドの行 動に は,「 反抗者」 の死 を

悼 む最上 の儀式 を読 み とることがで きるので ある。

結 語

『赤と黒』 にかん して残された証言や覚書 きを検証 しなが ら,創 作過程の久

ロノロジーについてその再構成 を試みた。作家がベルテ事件 を知 つたのは

1829年 秋 と推測されてきたが,我 々は 『アンリ・ブリュラールの生涯』 で言

及される1828年 のグルノーブル滞在に遡 ると考える。 この代替説にもとつい

て資料を読みなおすならば,こ れまで等閑に付されてきたいくつかの証言内容

を再評価せざるをえまい。草稿制作の時期について,1829年 の春 とするコロ

ン証言の信愚性 は疑えない。そればかりか,従 来最 も重要視されてきた1829

年の 「『ジュリアン』 のアイデア」 とは,作 品全体の最初の構想ではなく,既

存の草稿の修正を意味することはもはや明らかであろう。これを第2部 の制作

にかかわる 「アイデア」 とし,テ クスト制作の過程を素描 したが,な かでも第

2部 の校正における7月 革命の影響は看過できない。 革命を契機にしてマチル

ド・ド・ラ ・モール像の造型や結末部分の創作を中心に,〈 革命〉 の英雄主義

的な側面がテクス トに反映されたのである。結末が同時代文学の潮流のなかで
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異彩を放つのも,変 動する政治 ・社会に対する作家のきわめて強い関心と切 り

離 して考えることはできないのだ。 このように 「赤と黒」の制作過程を{府瞼す

るならば,ス タンダールは時代の流れを見極めなが ら,あ たか も画家が絵具を

塗 り重ねて作品の完成に向かうように,制 作の最終局面に至るまでたゆまず変

更を加えつづけた,そ う結論づけてさしつかえあるまい。
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